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タイムラインに女体化があふれていたので片っ端からミュートなどした件


古川モトイ




　依頼された楽曲の取材で名古屋なんぞを訪れていたわけですが、帰ってきたらツイッターのタイムラインが女性化した任天堂の悪役キャラで埋まっておりました。自分でも「一体何がこんなに不快なんだろう？」と考えていたわけですが、納得できる結論が出ました。それは「悪役として怖がってもらおうというデザイナーの意図をすっかり無視して二次創作が行われている」という一点です。デザイナーの腐心と努力を踏みにじる性根が許容できない、そういう心の狭い男なんです、私は。




　今回は、これ以上書くことも無いので、歌詞は長めのものを用意してみました。主に名古屋で活動されておられる地下アイドルの風遊への提供曲でアルバム「Acceleration」に収録されている曲です。




最後に手紙を～ロングバージョン





キミの心の隙間に　やっと居場所を見つけて 

座り込んでた私に 差し伸べた手を忘れない 




小さな胸の隙間の 肺の奥の左側 

締め付けるような思い 本当の恋を知った 




「出会った時はこんなに あなたに振り回される 

なんて思わなかった」と ポツリとつぶやいた日は 




後悔はしてないけど 今はちょっと不幸せ 

「でももう強がるだけじゃ 何も解決しない」の 




すれ違う季節はもう 終わりにしておかなくちゃ 

だってキミにはキミの 次の季節があるから 




出会いがもたらす物が 良いものだけではないと 

気が付くほどにキミの 全てに私は焦がれた 




大きな手も、その声も 良く見ると広い背中も 

大人びた喋り方も 全部ここに置いて行こう 




便箋を持ってきたよ 最後に手紙を書こう 

短い手紙を書こうよ 出会う前の私たちに 




出会う前の私たちに 

出会う前の私たちに 

出会う前の私たちに 

出会う前の私たちに 




出会わなければ良かったなんて思ったこと無かったよ 

振り返ってみればとてもとても短い間だったけど 

それは小さな勇気が私に運んでくれたプレゼント 

だから恋の行方　気にしないで　愛して　愛して 




出会わなければ良かったなんて思ったこと無かったよ 

時間をかけて二人は距離を狭めて行ったゆっくりと 

近づけば近づくほどキミの優しさが見えたハッキリと 

だから恋の行方　気にしないで　愛して　愛して 




出会わなければ良かったなんて思ったこと無かったよ 

すれ違う夜、流した涙は不思議なほど熱かったよ 

君を取り巻く世界のすべてがキラキラ光って見えたよ 

だから恋の行方　気にしないで　愛して　愛して 




出会わなければ良かったなんて思ったこと無かったよ 

世界一幸せだよってちゃんと伝えればよかったよ 

終わった恋がこんなに大事に感じたこと無かったよ 

だから恋の行方　気にしないで　愛して……




愛していいんだよ



他人の畑で雑句ザク


かっこいいね。


ドラゴン(松岡ヒロシ)




　あれだけ暑かった夏も過ぎ去り、気がつけば朝晩めっきり肌寒くなりましたが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。

　人は昔から得意になって秋は食欲の秋などと言いますが、そんな人に言われなくても、確かに何かこう美味いものが食べたくなります。

　そこでいろいろな評判の店に行こうとはするのですが、私は食い意地がパンパンの大食漢ではあっても並んでまで食べるのは少々めんどくさいし何より狭苦しいので、空いているそこそこの店でいいです。しかし、私のような体格をしていると「きっとこれはもう美味いものを色々と知っている、行列のできる店を知っているに違いない」と、妙にグルメな連中が寄ってきたものです。グルメの連中といっても行列のできるラーメン屋とかうどん屋や洋食屋その辺りで、本当に珍しい料理を追い求めているタイプのやつではありません。

　美味いもの、美味い店を知っているという人はだいたいサブカルかぶれしている人でついでに美味しんぼも読んでいるので、余分な情報とともにうれしそうにしゃべってきます。ですがその裏にサラサラと流れる、こんな名店を知っているオレをソンケーしなさい、そしておしゃれなライフスタイルのオレにアコガレなさいな小川の音も流れてきます。グルメを語る人であまりいい人に恵まれなかったので、まあ偏見ですが。しかし大なり小なりまあこんな感じの人はいるかと思います。私がいくら「いやあ、知らないね」「そうなんすか、へー」とあからさまに興味がない返事をしても、一方通行で話を続けたりします。「え、大食いなのに知らないの？」「知らなきゃおかしいよ」なんだか偉そうなんですね。まあ経験からの偏見ですが。ああ知っている、美味いよねと同意されたらされたでそれは意に沿わない回答らしく「じゃあさ、その店の裏メニューってあんじゃん。えっ、知らないの？食べたうちに入らないよ！」などと一言多く被せてきたりします。そう、一言多いのです。知識があなたよりあるよ、というところで自分を優位にしたい欲は、やはり大なり小なりないこともないのは人間ですからわかる気もします。しかし、要はメシの話ですから、そんなことでダメ扱いされても私も困ってしまいます。車を運転している人が標識を見て「えっ、えっ？これどういう意味？」とやったら「おいおい、今までどうやって車運転してきたんだよ」とダメ扱いできますが、大食いだからといって美味い店を知ってなくてはいけないなどというのはありません。しかもですが、そういう人の話はとてもつまら

　いので、聞いていて美味しそうには感じません。人間の根源的欲求の食の話ですから興味の一つも湧きそうなんですが、不思議と絶対行くものかと思ってしまいます。しかしご本人さんはとても満足そうなんですよね。そうです、本人のそのようなどうでもいい順位付けに自分が満腹になって満足しているのです。まあ数少ない例からの偏見ですが。

　食欲の秋ですが、私もそんなグルメ自慢にもうすでに満腹です。



リビングデッド・シスター


弾射音
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「最近、いらっしゃいませんね」

　電話で開口一番、奥田教授が言った。

　金曜日の夜、教授から電話がかかったのだ。そう言えば、今週は一度も冴子の様子を見に行っていない。サボったわけじゃない。仕事が忙しかったせいもあるが、それ以上に、探偵の堀江が言ったことが心に引っかかっていた。奥田教授と面と向かって会うのが怖い。どうしても疑いの目で見てしまう。できれば奥田教授とは会いたくなかった。

「明日、今までに試したことのない儀式をやってみます」

　教授は言った。いかにも優しげな声だ。

「それで冴子さんの状態が好転するかもしれません。できれば同席していただきたいのですが、いかがなさいますか」

「明日ですか。何時ですか」

「午後三時からです」

「わかりました。伺います」

　電話を切る。すぐに由希子のスマホに電話した。

「由希子ちゃん、ごめんよ」

　理由を言わず、まず最初に謝る。言いにくいが、単刀直入の方がいい。

「ドタキャン？」

「ごめん。どうしてもはずせない用ができちゃったんだ。デートは日曜日にしようよ」

「日曜日は友達のクラシック・コンサートを聴きに行くのよ」

「ああ、そうだった」

　由希子の友達に、アマチュアのバイオリニストがいる。その友達の所属するオーケストラが、日曜日にコンサートを開くのだ。招待状をもらっているのでキャンセルするわけにはいかない。由希子は花束を持ってコンサートに駆けつけるつもりだった。僕と一緒に行ってもよかったのだが、由希子はすでにほかの友達数人と約束してしまっていた。そのグループに僕が参加するわけにはいかない。

「許してくれる？」

「しょうがないわねえ」

　由希子はどんな用事かとは訊かなかった。こういうところは理解がある。

「じゃあ、来週はいっぱいおごってよ」

「うん。由希子ちゃんの好きなところへ行って、好きなものをおごってあげる」

「わかった。許してあげる」

　電話を切る。ほっとした。でも、念のために夜、謝罪のメールも送っておいた。




　翌日の日曜日、僕は車で奥田教授の家へ行った。約束の午後三時の少し前に到着した。奥さんが朗らかな笑顔で迎え入れてくれる。

　奥さんの、屈託のない笑顔。奥田教授が冴子と不倫していたとして、彼女は何の疑いも抱かなかったのだろうか。

「今日の儀式はかなり重要な儀式です」

　応接間に通されると、奥田教授は言った。

「冴子さんをもとに戻すための、思い切った手段です。普段はこの儀式はしないのですが、なかなか改善が見られないので実践に踏み切ることにしました」

　そして、教授はブードゥー教のその儀式を一通り説明していく。一方、僕は上の空で、教授の話を半分も聞いていなかった。先日、堀江探偵が言ったことが頭の中に渦巻いている。果たして、この人は本当に冴子と不倫したのか。疑いたくはないが、僕はもう平静ではいられない。

　説明が終わると、僕たちは二階の研究室へあがった。僕と奥田教授だけでなく、教授の奥さんも一緒だった。奥さんは教授のアシスタントをする予定だった。教授が司祭をし、奥さんはその助け手というわけだ。本格的な儀式になるような予感がした。

　研究室に入ると、それまで床に座り込んでいた冴子が立ち上がり、両手を前に伸ばしてこちらに迫ってくる。檻の中のその姿はいかにも哀れだ。

　檻の前に、祭壇がしつらえられていた。その祭壇に、教授が立つ。その横に奥さんが控える。奥さんはなにやら壷のようなものを両手でもっていた。僕は、檻から離れたところにある椅子に座らせられた。

「では、これから儀式をします」

　教授が宣言する。すると、それまでは優しい口調で喋っていたのが、急に低い、ドスのある声で語りはじめる。アフリカの何かの言語か、あるいはブードゥー教の呪文か祝詞か。

　呪文は長く続いた。最初のうちは冴子の方を向いて呪文を唱えていたが、そのうちにこちらを向いても唱えはじめた。

　低音の単調な呪文が延々と続く。それを聞いているうちに、僕は次第に眠くなっていった。何とか眠らないようにと頭を振ったり太ももをつねったりするが、単調な呪文は抗しがたい眠気を誘ってしまう。気がつくと、僕は目を閉じて舟を漕いでいた。はっとなって、目をこする。

　だが、眠気は何度も波動になって僕を襲いつづける。うつらうつらしながら、ときどき薄目を開けて教授の様子を見る。教授はどうやらこちらに向けて呪文を唱えているようだ。どうしてこちらに向かって呪文を唱えるのだろう？ 冴子は相変わらず、両手を前に出してこちらに突進しようとしている。おかしいな。冴子の方が呪文で催眠状態になるんじゃないのか。

　気がつくと、教授が僕の目の前にいて、覆い被さるように立って呪文を唱えていた。

　上半身がゆらゆらとする。僕は目を閉じ、教授の単調な呪文に身を任せた。眠気をどうしても払いのけることができない。

　そして、僕は椅子から転げ落ちた。

　とたんに教授の呪文がやむ。さすがに眠気が吹っ飛んで、僕は床に両手をついて立ち上がった。

「す、すいません」

　僕は頭を掻いて謝罪の言葉を口にした。

「大丈夫ですか？」

　教授はなんだか怒ったような顔をしている。無理もない。僕が儀式を中断させてしまったのだから。

　それから教授は奥さんと目を合わせた。奥さんもなんだか不機嫌そうな顔だ。僕の何が彼女の気に障ったのか。それにしても、どうも頭がふらふらする。

「今日はこのくらいでやめにしておきましょう」

　教授が溜息をつくように言った。僕はあわてて口を開いた。

「どうぞ、僕にかまわないで儀式をつづけてください」

「疲れておられるのでしょう？　また後日にしましょう」

　なんだか、教授がかたくなになっているように感じられる。いずれにしても、僕はこれ以上逆らえない。儀式は中断され、教授と奥さんと僕は一階の応接間に戻った。




　毎日、悲惨な事件のオンパレード。どうしてこうも世の中は殺伐としているのか。たとえば、また小学生の女の子が失踪する事件が起きた。前回の事件がまだ解決していないのに。警察は何者かに拉致されたと見ているが、状況から同じ犯人の仕業らしいと睨んでいる。覚醒剤でラリった男による通り魔事件もある。しかも、僕が通勤に使っている路線の駅だから恐ろしい。さらに、どこかの雑木林で男性の首なし死体も見つかったらしい。しかも、体じゅうに動物のものと思われる噛みあとが残っているということだ。全く恐ろしい。

　これにゾンビ出現のニュースが加わったら、世の中はパニックに陥るだろう。それを考えると、一概に父母を責めることもできなくなる。冴子のゾンビ化をなんとしてでも隠さなければならない。そのためには、冴子を病院へ連れていくことを避けねばならない。

　新崎誠も失踪したままだ。男性の首なし死体が発見されたというニュースを見たとき、僕は思わず新崎の顔を重ね合わせてしまった。まあ、警察がDNA検査をするらしいから、真相はすぐにわかるだろう。

　しかし、何度も言うように、どんなニュースよりもうちにとっては冴子だ。冴子がもとに戻らない限り、どんなにいいことがあっても、心の平安は得られない。どんなに世の中が平和になっても、どんなに犯罪がなくなっても、冴子がもとに戻らなければ、僕たち家族は枕を高くして眠ることはできないのだ。




　一週間後、堀江からまた電話がかかってきた。最終的な報告をしたいと言う。土曜日は由希子とのデートだったので、日曜日に彼の事務所へ行った。堀江は日曜日でも特別に事務所を開いて待っていると言ってくれた。

「新たな証言が得られました」

　アシスタントがコーヒーを持ってきてくれたあとに、堀江は深刻そうな顔で言った。

「どういった証言ですか」

「奥田教授の研究室の助手から得られた証言です。しかし、どうやら又聞きなので確実なことは言えません」

「わかりました」

「奥田が若い女性と一緒にホテルへ入っていったところを目撃した学生がいました。その若い女性の特徴は、妹さんの特徴と一致しました。ただし、直接目撃したのではありません。ほかの学生から聞いた話です。それに、入っていったのはラブホテルではなくシティホテルだったとのことです」

「そうですか……」

　相手が冴子だったかどうかはわからないが、少なくとも奥田教授は若い女の子と不倫をしている。しかも、その特徴が冴子のそれと一致しているという。奥田教授は冴子と仲がよかった。ほかに仲がよかった女の子はいなかっただろう。最初は半信半疑だったが、そのうちに確信に変わっていった。

「どうしましたか？」

　堀江が言ったので、僕はハッとなった。どうやら、一所懸命考え事をしていたらしい。

「あ、すいませんでした」

「どうしますか。これ以上調査をしますか。当方としては、これ以上の証拠を得ることができないと判断していますが」

「わかりました。調査は打ち切ってください」

　僕が言うと、堀江は調査料金の請求書を取り出した。僕の貯金ぎりぎりの金額だ。

「あの」

　堀江が少し身を乗り出して言う。

「はい？」

「どうか、落胆しないでください。世の中にはいろいろなことがあります。いいこともあれば、悪いことも。これだけで、人生を悲観しないでください。もちろん、重大なことではありますが」

「ありがとうございます」

「それと、奥田に復讐するようなことはなさらないように。奥田は法を破っているわけではありません。あなたが奥田を傷つけたら、あなたの立場が不利になります」

「わかってます」

　どうやら、親身に語りかけてくれているようだ。若いが、温情がある。しかし、親身になってくれるとそれだけ悲しい気持ちになってくる。僕は泣きそうになるのをこらえ、立ち上がった。

「ではこれで」

「お気をつけて」

　堀江はドアを開けて僕を送り出してくれた。アシスタントの女性も立ち上がり、僕を見送る。これで、すべては終わった。もうこの事務所に来ることはないだろう。




【続く】


【"I know now why your cry..." and intermission.】


murbo




　え～っと、メカギドリ対ドテドン、主にメイキングですがお休みです。へこみついでにディスりますので、絵だけ見ていってください。それでもまじめにきちんと書いていますよ。

　今更ですけど、グループ展の惨敗（集客じゃなくて展覧会の作りとして）を未だ引きずるのは、その後に開催された知人たちの展覧会を見ているからです。見れば見るほどの自分たちの何だこりゃ、自分たちではなく自分だけでもなんじゃこりゃです。お達者クラブの発表会かよｗ 辛い、辛すぎる。あ、一応なりとも展覧会の体裁をなそうと個人的には頑張りましたよ。多勢に無勢でしたけど。おかげで物凄いスランプですよ。3DCGソフト起動するの怖いもん。やりたいことやれることは考えますよ。でも手が動かない。ものすごい勢いで「3DCGには可能性がある」って参加者の一人に言われても、あなた、可能性どころか出品点数のノルマすらこなせてないじゃんｗ目の前にあるのは3DCGじゃないんだよ、絵だよ、映像だよ。なのに可能性がある！と言って展示作品ではなく社外秘の映像を会場で見せて回るのはもう展覧会を否定しちゃってるじゃん、怖いし、会期中は前向きにお知らせしたいから言わなかったけど、もう展覧会やる気ないじゃん。で、皆もやる気ないｗ。次回やりたいけど皆はどうですかと問えば、やりたいあなただけ勝手にやればと返される。え？、展覧会やるのバカですかｗじゃ、なんでやったのｗ？



　もう参加者の中では完全に黒歴史になっている思います。僕としても金払ってしょうもない失敗した何か月ですよ。何か月なのは制作期間があるからです。しょうもない言ってても制作中は取材したり考えたりしていたのでそれなりに知識は得られたので良かったとまるでポリアンナ症候群のような状態ですよ。ああ、どう転がってもへこみっぱなし。もうイベントまでにCGのドテドンは間に合いません。かといってもう辞めじゃとは思いたくないので間に合わずとも、間に合わないと意味ないんですが、意味は無くとも完成させたいと思うことがあるんですよ。



　ブログにも書いているので、再録します。あっちこっち見に行くの面倒だもんね。

＝＝＝

　未だ、ずーっと、ずーっと、へこんでいる。あえて言うと傷ついている。何もやる気がしないし出来ないので絵を描いている状態だ。

　ほんとめっちゃくちゃ辛いし、これで鬱になったら訴えたい気持ちですね、それくらい僕には辛いきつい。3DCGソフトを起動できないのだよ。物理的に壊れているとかソフトの調子が悪いんじゃない。僕の精神的な問題だ。そのあと展覧会って普通は、じゃ、もう一回！とかにならんのかなあ。今回はならないどころかもうやりたくないって人が七人いたんですよｗ。僕以外ってことです。なんかバカみたいじゃんか。金にもならない展覧会やる奴なんかバカ。やりたいなら勝手にやればいいじゃんというのは、それ最初から展覧会バカにしてるじゃんかｗ最初からやるなよｗ ほんと物凄く傷ついているよ。たかが六畳一間のグループ展でね。冗談じゃないんだよ。説明しづらくて誰にも相談できないんだよ。心を傷つけに五万くらい散財したみたいになったんだよｗ




　が、AKBとかに限らずアイドルとか芸能の人たちは所謂本業以外に番組の企画で自分が望んでいなかったことのトレーニングするじゃんか、で、取りあえず人に見せられるようにするじゃん。そして結構叩かれるじゃん。あれ、大変なことだよ。まだ人生の経験も多いわけじゃないのにきついトレーニングして、全然知らない人たちに心無くスナック感覚で叩かれる。そんなの耐えられないよ。それとね、ノルマがイラスト二枚映像一本だったんだけど、八人いて3DCGは専業じゃない僕だけがノルマを達成してたんですよ。といっても、ノルマなんですから当たり前のことなんですけど。時間がないことを理由にする人がいましたけど、無いなら無いなりに作る方法を考えるのがプロのやることじゃん。僕はそうしたよ。とかちょっと考えた。僕、ノルマきちんと守るなんて（勿論、決められたことなので当然なのですが）3DCGめっちゃ好きじゃん。いやいや、そんなに好きじゃないんだけど、これだとめっちゃくちゃ好きな人じゃん。メイキングのスケッチブックまで作ったからね。どんだけ3DCG好きなんだよｗ




　でね、しょんぼり仮面ライダーウィザード見てたんです。指輪で変身する魔法を使う仮面ライダーです。これは主人公の仮面ライダーウィザード（以下、ウィザード）がずっと悩んでるんです。自分の存在理由とか行動原理とか。子供向けですし、今となってはバンダイの強力なマーチャンダイジングでもあるんで毎回それなりに怪人と戦って話は解決するんです。でもウィザードの心は晴れないんです、人間の時の名前は晴人なんですけど。結果的に変身できなくなるんです。魔法で人を絶望から救うのが使命なのに自分が絶望するんです。絶望の中で流した涙が指輪に変形してついに変身できるようになるのです。しかも最も強まったインフィニティフォームです。これまでは誰かからもらった宝石から作ってもらった指輪でした。この指輪だけは自らの涙が作りだしたのです。なんかね、子供向けドラマで救われる気持ちがしたよ。人のことはどっちでもいいんで、どうせ彼らも逃げたいだけだろうし、自分の気持ちは自分でしか治せないからなあ。




　ということで、もうすっかり元気にやる気出した、なんて簡単ではないが多少前向きになっております。予定していたCGムービーはもう間にあわないけどねｗ

＝＝＝



　仕事も無いし（えーっ！）このどうしようもなさを解決にしようも無く、酒も飲めないので絵を描いていました。なんだ、描いてんのかと。きちんとしてものではなく、練習です。ライブドローイングの依頼が一件ありまして、それも若干実現が怪しいですがｗ、まぁ練習だけはしておこうと大きな絵を描く事を毎日一枚程度描いているのだ。実現が怪しいので案件としてあまり当てにせず、流れたとしてもこれだけで作品として成立するように考えてはいる。最初からこうしたいというはっきりしたものは無くて、ただ画面と画材に慣れるためだけで描き始め、そのうちに何を描くのかまとまっていき、どうやって描いたらいいか決まっていきました。上手いこと書きたかったのですが、行き当たりばったりは繕いようがないですね。



　そうはいっても練習ですのでできるだけ早くとか、下書きをできるだけ無しでとか、念頭に置いています。実際は赤鉛筆（赤い芯を芯ホルダーに入れて）であたりを取って、油性ペンで描いています。途中油性ペンのインクがなくなったので以前削って作っただけでほぼ使っていない竹ペンがあったので、途中から使ったり使わなかったりしています。完全に切り替えなかったのは、実際のライブドローイングでは竹ペンは使わないことと、墨汁の乾燥が遅いこと、ペンの弾力が思いのほかあって、抑揚が付きすぎる点があります。これはこれで面白いのですけどね。道具まで自分で作る点も自分の中では常に考えていることなので。

　色は取りあえず完成した格好をつけたいと持ったことと、ブログに載せるには黒一色の線画だと寂しいからです。色はいつも描いている怪人などからははるかに彩度が高いのは特に意識したものではなく、これはこういう色だと思ったのでそうしています。



　点数があると整理するために総称を付けようと思いました。パソコンで管理するだけなのでアルファベットの文字列だったら何でもよくて単なる記号でよかったもの、でたらめな意味をつけてふざけていたほうがいいかなと思いどこかの店のエスカレーターに乗っているときに前にいた人のTシャツに書いてあったPUNPKINをどう読み間違えたのかパニックケーキと読んでしまい、まぁこれでいいかと思って制作中の管理用にPANIC CAKEを使っています。それこそ意味がないので並べてみた時に困るんじゃないかと思って思いついたのが涙。絵の中の人が泣いているのはたいして意味は無く、何となくこうなっているのですが、以前から気になっている、「人は何故泣くのか分かった、俺には涙を流せないが」というターミネーター2のラストのセリフの最初の部分だけを全体のタイトルとして拝借しました。ターミネーター2の以前に日本のTVアニメのグレートマジンガーの主題歌で「おれは涙を流さない、ロボットだからマシンだから」「だけど分かるぜ燃える友情」というフレーズがあり、むしろ意味としてはこちらの感覚だ。しかしグレートマジンガーは人が乗り込んで操縦する乗り物であり、自立して思考する機械としてのロボットじゃないんだよね。分かるも分からないも無いんだよ。

　描いた絵をそのままタイル状に並べればいいのにわざわざ額と壁をモデリングして絵をレイアウトしている。さらに何やってんだかな状態だ。簡易なモデリングなので細かいことを言えるものでなく、とりあえず今のところ描いた絵を全部載せました。絵があってそれを展示する空間を自作すれば無限に絵を作ることが出来るとか屁理屈を付ければそういう行為自体がアートｗになり、なんて訳は無くて、この屁理屈が作品として成立するには言う人がどんな立場かが重要なんだよね。誰が絵を描いても作品だが屁理屈は作家でないと作品にならないものね。どちらにしても練習で描いた絵なので、これを元にキチンと描きたい。さてどうなるかなあ。分からんけどぶわっと書き付けたら多少は前向きになれたよ。3DCGは全然ないけど、絵はちょっと描いたしな。

【続く】



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVア